


























































































































































































1999年 ?000年 ?001年 ?002年 ?003年 
企莱数 俔ﾉ?NB?髣艶?俔ﾉ?NB?驪ﾆ数 俔ﾉ?NB?髣艶?俔ﾉ?NB?髣艶?俔ﾉ?NB?
非資本化のみ ????2.3 ?3??55.2 ?#x??4.5 ?3??55.2 ?3??55 
資本化と非資本化 ?#x??7.8 ????5.8 ?C(??0.3 ?3h??9.3 ?3??38.3 
資本化のみ 粕?ﾒ?.7 ?(?? 塗??.1 滴??.7 塗?? 
リース非開示 鼎倆?8.2 鼎(?? ?X??.1 ?倆?4.8 ?H??.7 
合計 田???00% 田???00% 田???00% 田???00% 田???00% 




































売買処理 ???.3% ???.2% 
賃貸借処理 ??逸?99.7% ?#cH??9.8% 
合計 ???2?00% ?#ch??00% 












































資本化処理 <会計処理 契約時点 僖??リース債務 期首残高 ?ｨ?5閲?迚ZXｧ｢?燒?刄梶[ス債務 期末残高 鋳?
元本減少額 凉?yN??
1 ?rﾃ#3"?0.()0() 唐緜3?1,362 ?づYe2??
2 ?ゅS釘?(),()()() 湯ﾃ?ｒ?3() 湯ﾃS#B?











































































































































































































































たり償却する(DennisMonson [2001] pp. 28卜282)｡これは次のようにあらわす
ことができる｡
①･-100,000- ilo,500- (100,000×0.09)を-98,500























































の方式は契約上の権利･義務アプローチ(contractual rights and obligations ap-






























































































年度 剋綜Y 劔負債 剔ｹ益 劔リース料 
使用権 剔I択権 ?剏ｸ価償却 剔I択権再評価 俘xﾇb?
0 ?0 ? ?6 ??? 
1 ?0 ? ?4 ?0 ? ?"?2 
2 ?0 ?0 ?2 ?0 ?6)1 ?B?2 
3 ? ? ? ?0 ? ?"?2 





年度 剋綜Y 剳燕ﾂ 剔ｹ益 刄梶[ス科 ?
使用権 ?剏ｸ価償却 ?
3 ?4 ?6 ??
4 ?2 ? ?2 ? 














































































































































































et al. [1998]p. 234.
* 9　Regulation of the Eurof･ean Parliament and the Council on the application of the in-




































また流動比率やROAもより高くなるとの指摘があるo Schroeder, Clark, Cathy
[2005] p. 432.
*14　紙博文著[2003] p.217,茅根[2001] p. 61を参照した｡
*15 (;4+1 [1996]では, ｢この報告書で提案されたアプローチと一致するリース
94　　会計学研究第32号
会計基準の改定は, 199311:～ ll )=こ米国の財務アナリストの代表組織である投資
管押研究協会(AIMR)によって公表された『1990年代の財務報告とその後』の
1日で提示されているo｣と述べている(A G4+1 [1996] p.40
*16　ここで想定されている概念フレームワークはIASC [1989]であるが,他の会
計基準設定機関における概念フレームワークも同様であると本報告苦では考えて
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